
別添１

令和　6　年　１　月　19　日

協議会名： 竜王町地域公共交通活性化協議会

評価対象事業名： 地域内フィーダー系統確保維持国庫補助金

①補助対象事業者等 ②事業概要
③前回（又は類似事業）の
事業評価結果の反映状況

⑥事業の今後の改善点
（特記事項を含む）

今後の高齢化に伴い、より必要
性の高い事業となる。継続的な
事業でまちに根ざした移動手段
であるとともに、より便利で使い
やすい状態を目指す。また、高
齢者だけでなく、子育て世帯の
こどもの送迎にも活用いただけ
るよう、環境整備を行う。

チョイソコりゅうおう

デマンド型乗合ワゴンとして竜
王町民を対象に町内を運行。
停留所は、各集落から100m圏
内に設置。

A
③の利用者座談会を行い、
住民意見とともに検討・実
施をすすめている。

住民への認知拡大
　「チョイソコ通信」の発行
利用促進
　乗継割引の実施
　「JR篠原駅」停留所追加

基準値：R3.4～R3.9：12.1人/日
目標：15.4人/日

実績：R4.10～R5.9：18.0人/日

地域公共交通確保維持改善事業・事業評価（生活交通確保維持改善計画に基づく事業）

計画通り事業は適切に実施
された。

④事業実施の適切性

A

⑤目標・効果達成状況



地域の交通の目指す姿
（事業実施の目的・必要性）

本町は、滋賀県の東南部蒲生平野に位置し、東側を雪野山、西側を鏡山に囲まれ、東西約7.6ｋｍ、南北約8.5ｋｍ、面
積44.55ｋ㎡、中央部には名神高速道路が東西に走っており、大規模工場や事業所、アウトレットモールが立地してい
る。人口は11,789人、65歳以上の老齢人口は28.3％（令和２年国勢調査）となっており、全国的な傾向と同様に少子高
齢化が進んでいる。本町では鉄道駅がなく、町外の鉄道駅を拠点とする路線バスが幹線交通として広域移動を担って
いる。一方で、町内移動に利用できる公共交通が乏しい現状があり、R4.4月よりデマンド型乗合タクシー「チョイソコりゅ
うおう」の本格運用を開始。今後の本町での重要な交通手段として安定的な稼働と利用者拡大・フォローが必要であ
り、町民ニーズを整理・把握しつつ、暮らしやすい移動環境構築を目指していく。
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事業実施と生活交通確保維持改善計画との関連について

令和　6　年　１　月　19　日

協議会名： 竜王町公共交通活性化協議会

評価対象事業名： 地域内フィーダー系統確保維持国庫補助金



別添１

令和　6　年　１　月　19　日

協議会名：竜王町地域公共交通活性化協議会

評価対象事業名：地域公共交通調査事業

①事業の結果概要
③生活交通確保維持改善計画又は
地域公共交通網形成計画等の
計画策定等に向けた方針

地域公共交通確保維持改善事業・事業評価（計画策定等に係る事業）

②事業実施の適切性

【事業内容】
・地域の現状調査
・公共交通利用状況調査
・地域公共交通ネットワーク形成における課題把握
・地域の公共交通計画（案）のとりまとめ
・協議会開催
【結果概要】
・基礎的データの整理、現況調査などにより、地域の
公共交通の状況を整理した。
・地域および事業者ヒアリングにより、住民の時間帯
別、場所別の移動需要を把握することができた。
・地域に適した交通モード、役割、課題、施策について
検討し、協議会に諮るための計画素案を作成。
・今後の協議会の検討を経て、地域公共交通計画とし
て最終的にとりまとめる。

A 計画通り事業は適切に実施された。

鉄道駅のない本町において路線バスを幹線、チョイソ
コりゅうおう（区域デマンド）を支線として位置づけ、マ
イカーおよび福祉有償輸送等も合わせ、本町での役割
を整理。ニーズを明確にし、「移動したい人の移動目的
にあった持続可能な移動手段の確保」を目指し、今後
の交通ネットワーク構築の施策を設定する。


